
県政だより　第 017 号

誤字・脱字は、ご容赦下さい。

　

昭
和
四
十
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
東
南
環

状
線
は
、
平
成
二
七
年
に
事
業
認
可
さ
れ
、
南
本

町
三
丁
目
交
差
点
か
ら
寺
沢
を
抜
け
赤
海
一
丁
目

に
至
る
未
整
備
区
間
一
、四
六
九
ｍ
が
県
が
行
う

事
業
。
現
在
南
本
町
よ
り
寺
沢
方
面
に
か
け
て
建

設
が
す
す
む
。

　

主
要
地
方
道
新
発
田
津
川
線
か
ら
阿
賀
野
川
を

渡
り
国
道
49
号
線
に
直
結
す
る
た
め
の
白
川
大
橋

（
仮
称
）
橋
長
二
五
三
m
の
建
設
が
す
す
む
。

東
南
環
状
線
工
事
す
す
む

白
川
大
橋（
仮
称
）工
事
現
場

平成31年3月24日発行　第017号

県
政
だ
よ
り

東南環状線工事現場写真　南本町

白川大橋（仮称）工事現場写真

　

平
成
十
九
年
度
に
事
業
採
択
を
受
け
た
荻
曽
根

川
改
修
工
事
も
着
実
に
す
す
む
。

荻
曽
根
川
改
修
工
事
現
場

荻曽根川改修工事現場写真

　

能
代
川
上
戸
倉
地
区
に
お
け
る
災
害
関
連
事
業

に
よ
る
河
川
整
備
工
事
。

能
代
川
災
害
関
連
工
事
現
場

能代川改修工事現場写真

　

十
全
地
区
で
す
す
む
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
で

あ
る
圃
場
整
備
工
事
が
は
じ
ま
り
、
農
地
の
集
約
と
多

面
的
機
能
を
め
ざ
す
。

十
全
地
区
圃
場
整
備
す
す
む

　

医
療
法
人
社
団
真
仁
会
が
県
や
市
な
ど
の
支
援
を
受

け
、
南
部
郷
総
合
病
院
と
北
日
本
脳
神
経
外
科
病
院
を

統
合
し
、
地
域
医
療
を
守
る
五
泉
中
央
病
院
の
開
院
に

向
け
建
設
中
。
開
院
予
定
は
本
年
十
二
月
予
定
。

五
泉
中
央
病
院
完
成
め
ざ
す

五泉中央病院建設工事現場写真 経営体育成基盤整備事業 十全地区工事現場写真
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小島義德 検索

香
港
人
の
訪
日
外
国
人

　
観
光
客
の
現
状
と
可
能
性

視
察
先　

在
香
港
日
本
国
総
領
事
館
（
香
港
中
環
）

説
明
者　

在
香
港
日
本
国
総
領
事
館

　
　
　
　

大
使
兼
総
領
事　

松
田　

邦
紀　

氏

内　

容　

訪
日
外
国
人
リ
ピ
ー
タ
ー
率
第
一
位
の

　
　
　
　

香
港
人
観
光
客
の
現
状
と
今
後
の
可
能
性

　

七
四
〇
万
人
の
う
ち
香
港
の
旅
券
を
持
っ
て
い
る

人
が
、
昨
年
は
２
２
３
万
人
。
そ
の
う
ち
九
〇
％
は

個
人
客
と
し
て
日
本
に
来
て
い
る
。
香
港
に
、
中
国

を
は
じ
め
世
界
中
か
ら
１
年
間
に
約
六
、〇
〇
〇
万

人
の
人
が
来
て
お
り
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い

る
。
香
港
～
新
潟
の
定
期
航
空
の
就
航
に
向
け
て
取

組
中
。

視
察
先　

エ
ン
ド
ウ
タ
イ

　
　
　
　
（
バ
ン
コ
ク　

ラ
ー
ト
ク
ラ
バ
ン
区
）

説
明
者　

EN
D

O
TH

AICo.,Ltd

（
エ
ン
ド
ウ
タ
イ
）

　
　
　
　

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
　
　
　

古
田　

健
司　

氏 

　
　
　
　

EN
D

O
TH

AICo.,Ltd

（
エ
ン
ド
ウ
タ
イ
）

　
　
　
　

工
場
長　

落
合　

孝
志　

氏

内　

容　

燕
市
の
遠
藤
製
作
所
の
タ
イ
バ
ン
コ
ク
工
場
の
視
察

　
　
　
　

EN
D

O
 TH

AI

（
エ
ン
ド
ウ
タ
イ
）。

　

本
工
場
は
、
創
業
三
十
年
、
工
場
は
タ
イ
福
田
組
が
建
設
。

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
を
生
産
。
世
界
シ
ェ
ア
の

七
〇
％
を
誇
る
と
い
う
。

　
（
タ
イ
福
田
組
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
藤
田
裕
介
氏

は
五
泉
市
南
本
町
出
身
で
私
の
同
級
生
）

◆
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

　
　新
潟
県
づ
く
り
」
の
第
一
歩
を

　
　踏
み
出
す
予
算

　
○ 

県
民
の
安
全
・
安
心
の
最
優
先
で
の
確

保
や
、活
力
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
、「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
新
潟
県
」

　
　
の
実
現
に
向
け
た
取
組

　
○ 

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
地
方
財

政
措
置
を
活
用
し
後
年
度
負
担
を
抑
制

す
る
財
政
運
営
に
対
応

一
　
一
段
加
速
し
た
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

　
　

・
確
実
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
住
民
目
線
の

　
　
　

ソ
フ
ト
対
策
の
強
化

　
　

・
災
害
か
ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
ハ
ー
ド

　
　
　

対
策
の
強
化
な
ど

ニ
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

・
女
性
や
子
ど
も
な
ど
の
安
全
の
確
保
と
犯
罪
の

　
　
　

な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現
な
ど

三
　
原
子
力
防
災
対
策
の
推
進

　
　

・
三
つ
の
検
証
の
着
実
な
実
施
と
実
効
性
の
あ
る

　
　
　

避
難
計
画
の
策
定
な
ど

四
　「
健
康
立
県
」
の
実
現

　
　

・
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　

・
地
域
で
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

　
　
　

体
制
の
整
備

　
　

・
介
護
予
防
等
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
　

・「
健
康
寿
命
延
伸
」
と
「
最
善
の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

　
　
　

ト
」
の
新
世
代
情
報
基
盤
の
構
築
な
ど

五
　
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

　
　

・
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
の
推
進

　
　

・
国
内
外
に
通
用
す
る
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と

　
　
　

発
信
の
強
化

　
　

・
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
を
活
か
し
た
交
流
拡
大
な
ど

六
　
更
な
る
拠
点
性
向
上
に
向
け
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
の
整
備

　
　

・
新
潟
空
港
の
利
便
性
向
上
と
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

の
充
実

　
　

・
鉄
道
網
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
組
の
推
進

　
　

・
県
内
港
の
活
性
化
に
よ
る
物
流
・
人
流
の
拡
大

　
　

・
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど

七
　
起
業
・
創
業
の
推
進

　
　

・
起
業
・
創
業
の
推
進

　
　

・
農
林
水
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど

八
　
意
欲
あ
る
企
業
等
へ
の
支
援
に
よ
る
県
内
産
業
の

　
　
活
性
化

　
　

・
販
路
拡
大
・
海
外
展
開
の
支
援

　
　

・
再
生
可
能
・
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進

　
　

・
成
長
産
業
の
創
出
・
育
成
な
ど

九
　
付
加
価
値
の
高
い
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
実
現

　
　

・
担
い
手
が
将
来
展
望
を
持
っ
て
経
営
で
き
る

　
　
　

農
業
の
展
開

　
　

・
林
業
の
振
興

　
　

・
水
産
業
の
振
興
な
ど

十
　
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
中
山
間
地
づ
く
り

　
　

・
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
活
力
あ
る

　
　
　

地
域
づ
く
り

　
　

・
買
い
物
や
通
院
な
ど
日
常
生
活
の
移
動
手
段
の

　
　
　

確
保
な
ど

十
一
将
来
の
夢
や
希
望
を
育
み
か
な
え
る
教
育
の
推
進

　
　

・
一
人
一
人
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進

　
　

・
い
じ
め
防
止
対
策
の
強
化

　
　

・
学
校
環
境
の
改
善
・
充
実
な
ど

平
成
三
一
年
度

当
初
予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
の
た
び
、
議
員
十
名
か
ら
な
る
「
新
潟
県
議
会
東
ア

ジ
ア
等
訪
問
団
」
の
団
員
と
し
て
、
平
成
三
十
年
九
月
十

日
か
ら
九
月
一
四
日
ま
で
の
日
程
で
、
香
港
及
び
タ
イ
を

視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
海
外
に
お
け
る
県
産
品
の
販

路
拡
大
や
県
内
へ
の
観
光
客
誘
致
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
の
県
政
を
考
え
る
上
で
、
県
議
会
と
し
て
も
重
要

な
取
組
で
す
。
香
港
は
、
農
林
水
産
物
の
我
が
国
最
大
の

輸
出
先
で
あ
り
、
か
つ
、
本
県
農
林
水
産
物
の
最
大
の
輸

出
先
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
に
お
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
「
新
潟
県
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、

本
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
重
点
地
域
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
視
察
を
通
じ
て
、
関
係
者
の
方
々

と
忌
憚
な
く
意
見
交
換
す
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
は
大
変

有
意
義
で
し
た
。

新
潟
県
議
会

東
ア
ジ
ア
等
訪
問
団
報
告

視
察
先　

久
保
田
米
業
（
香
港
新
界
沙
田
）

説
明
者　

久
保
田
米
業
（
香
港
）

　
　
　
　

有
限
公
司　

代
表　

久
保
力　

氏

内　

容　

香
港
市
場
に
お
け
る
新
潟
米
の
販
売
状
況

　
　
　
　

と
今
後
の
展
望

　

久
保
田
米
業
で
年
間
に
供
給
で
き
る
白
米
の
量
は

三
、〇
〇
〇
ト
ン
の
能
力
。
今
年
は
約
二
、〇
〇
〇
ト

ン
を
香
港
の
市
場
に
供
給
の
予
定
。
内
九
〇
％
は
新

潟
米
。
拡
販
に
向
け
た
課
題
は
、米
の
調
達
コ
ス
ト
。

新
潟
米
の
輸
出
拡
大

バ
ン
コ
ク
　
エ
ン
ド
ウ
タ
イ
視
察

香港の久保田米業での新潟米 精米工場視察

アイアンヘッドを生産するエンドウタイ平成３1 年 己亥　小島義徳 書

今
年
は
己
亥
年
　
我
捨
他
尽
必
報


